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西宮市中小企業勤労者福祉共済

親
し
ま
れ
る「
愛
称
」を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

「教養講座」の受講生を募集

趣味・特技を
増やしませんか

創作活動の
発表の場に

「勤労者美術展」の作品募集

キャリア形成を
サポートします

若い世代の

「
西
宮
市
中
小
企
業
勤
労
者

福
祉
共
済
」
は
、
中
小
企
業
の

福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
、
市
が
直
接
運
営
し

て
い
る
制
度
で
す
。
地
域
に
根

ざ
し
た
中
小
企
業
と
市
が
協
力

し
て
、
働
く
人
の
た
め
の
相
互

扶
助
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

加
入
で
き
る
の
は
、
市
内
の

個
人
事
業
所
を
含
む
従
業
員
数

３
０
０
人
以
下
の
中
小
企
業
で

す
。
加
入
は
事
業
所
単
位
で
、

事
業
主
と
市
が
契
約
し
ま
す
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

短
時
間
従
業
員
を
含
む
す
べ
て

の
従
業
員
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

掛
金
は
、
１
人
あ
た
り
月
額

５
０
０
円
。
原
則
と
し
て
事
業

主
が
負
担
し
ま
す
（
こ
の
掛
金

は
税
法
上
損
金
ま
た
は
必
要
経

費
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）。

同
共
済
発
足
以
来
３２
年
、
す

で
に
１
１
５
０
事
業
所
、
約
９

８
０
０
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
所

は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

担
当
職
員
が
事
業
所
へ
説
明
に

伺
い
ま
す
。

多
彩
な
事
業
内
容

従
業
員
へ
の
慶
弔
金
や
永

年
勤
続
慰
労
金
・
退
職
慰

労
金
な
ど
の
給
付
金
制
度

結
婚
や
出
産
、子
ど
も
の
小
・

中
学
校
入
学
、
結
婚
２０
年
の
お

祝
い
金
、
病
気
や
災
害
へ
の
お

見
舞
金
、
弔
慰
金
、
永
年
勤
続

慰
労
金
や
退
職
慰
労
金
な
ど
１２

種
類
の
給
付
金
が
、
く
ら
し
の

節
目
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

定
期
健
康
診
断
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
健
康
管
理

を
お
手
伝
い

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
む
、

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
す
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
共
済
で

は
、
事
業
主
の
負
担
が
軽
減
す

る
よ
う
、
検
診
機
関
と
契
約
し

健
康
診
断
を
実
施
。
受
診
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
数
カ
所
の
医
療
機

関
と
契
約
し
、
人
間
ド
ッ
ク
受

診
者
へ
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま

す
。

旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設

な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
補
助
や
割
引

同
共
済
は
「
全
国
中
小
企
業

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
（
全
福
ネ
ッ
ト
）」
に
加
盟

し
て
い
ま
す
の
で
、
阪
神
間
は

も
と
よ
り
、
全
国
３
万
カ
所
を

超
え
る
割
引
施
設
が
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
独
自
の
旅
行

補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

楽
し
い
自
主
事
業
を
実
施

観
劇
会
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
、
ホ
テ
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
手
ご
ろ
な
参
加
費
で
実
施
し

ま
す
。
月
１
回
発
行
の
「
福
祉

共
済
だ
よ
り
」
で
そ
の
時
々
の

催
し
や
お
得
な
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。余
暇
の
充
実
、社
内

の
親
睦
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

少ない経費で従業員への
福利厚生を充実させたいと
お考えの事業主の皆さん、
「福祉共済」なら、わずか
な掛金で大企業に負けない
サービスを提供します。

西宮市中小企業勤労者福祉共済
《加入の申込・問合せ先》

勤労福祉課
西宮市松原町２－３７

（勤労青少年ホーム１階）
ＴＥＬ ０７９８・２３・３７７５
ＦＡＸ ０７９８・３４・７７００

★市のホームページ（アドレ

スはページ下参照）の「ビジネ

ス西宮」内「西宮市中小企業勤

労者福祉共済」サイトでも事業

内容を紹介しています。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、

働
く
若
者
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
文
化
活
動
、
料
理
や

茶
道
な
ど
の
講
座
を
受
講
す

る
こ
と
に
よ
り
、
仲
間
づ
く

り
を
す
る
施
設
で
す
。ま
た
、

会
議
室
や
和
室
の
ほ
か
、
体

育
室
な
ど
運
動
の
で
き
る
施
設

も
あ
り
ま
す
。
同
ホ
ー
ム
は
、

来
年
１
月
か
ら
気
軽
に
音
楽
の

練
習
が
楽
し
め
る
「
器
楽
室
」

の
貸
出
し
開
始
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
、
働
く
若
者
だ
け

で
な
く
、
中
学
・
高
校
生
や
一

般
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
親
し
ま

れ
る
施
設
に
な
る
よ
う
、
同
ホ

ー
ム
の
愛
称
を
募
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
誰
か
ら
も
親

し
ま
れ
、
呼
び
や
す
い
愛
称
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
ハ
ガ
キ
か
Ｅ

メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、「
同
ホ
ー
ム

の
愛
称
」（
そ
の
由
来
も
）
を
書

き
、
１０
月
１７
日（
必
着
）ま
で
に

勤
労
福
祉
課
（
〒
６
６
２
―

０
９
１
２
松
原
町
２
―
３７
�

０
７
９
８
・
３
２
・
７
１
６

７
Ｅ
メ
ー
ルk

in
rou
@
n
i

sh
i.or.jp

）
へ

【
選
考
、
賞
】
勤
労
福
祉

審
議
会
で
選
考
。
同
名
作
品

多
数
の
場
合
、
抽
選
で
贈
呈

者
を
決
定
▽
最
優
秀
…
１
点
。

図
書
券
１
万
円
分
を
贈
呈
▽

佳
作
…
若
干
名
。
記
念
品
を

贈
呈

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
平

成
１７
年
度
後
期
教
養
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
３５
歳
未

満
（
昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
）
の
勤
労
者
が
対
象
で

す
。
在
勤
者
可
。
定
員
に
満
た

な
い
場
合
、
４０
歳
未
満
の
同
条

件
の
人
、
大
学
生
も
受
講
可
。

問
合
せ
は
勤
労
福
祉
課
（
０
７

９
８
・
３
２
・
７
１
６
７
）へ
。

【
講
座
・
日
程
な
ど
】
時
間

は
お
お
む
ね
午
後
６
時
半
か
ら

▼
着
付

１０
月
１８
日
〜
来
年
３

月
１４
日
の
火
曜
（
１８
回
）。
対

象
は
女
性
。
定
員
２０
人

▼
茶

道

１０
月
１９
日
〜
３
月
１５
日
の

水
曜
（
１８
回
）。
定
員
２０
人

▼
ペ
ン
習
字

１０
月
１９
日
〜
３

月
１
日
の
水
曜
（
１５
回
）。
定

員
２０
人

▼
英
会
話

１０
月
２１

日
〜
３
月
３
日
の
金
曜
（
１５

回
）。
定
員
２０
人

▼
生
花

１０
月
２５
日
〜
１
月
２４
日
の
火
曜

（
７
回
）。
定
員
２０
人

▼
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
（
入
門
、
初
級
の

２
ク
ラ
ス
）

１０
月
３１
日
〜
３

月
１３
日
の
月
曜（
１５
回
）。
定
員

各
１５
人

▼
料
理

各
１０
回
。

定
員
各
２０
人
▽
月
曜
コ
ー
ス
…

１１
月
７
日
〜
３
月
１３
日
▽
木
曜

コ
ー
ス
…
１１
月
１０
日
〜
３
月
１６

日
【
受
講
料
】
２
０
０
０
円
〜

５
０
０
０
円
（
別
途
要
教
材

費
）【

申
込
】
１０
月
４
日
の
午
後

６
時
〜
７
時
に
受
講
料
等
を
添

え
て
勤
労
会
館
（
松
原
町
２
―

３７
）
へ
来
館
を
。
１
人
２
講
座

ま
で
（
料
理
講
座
は
い
ず
れ
か

１
コ
ー
ス
）。
１
人
分
の
み
代

理
申
込
可
。
多
数
の
場
合
、
午

後
７
時
に
抽
選
。

※
同
ホ
ー

ム
未
登
録
者
は
、
健
康
保
険
証

な
ど
生
年
月
日
、
勤
務
先
を
証

明
す
る
物
を
持
参

�
勤
労
者
向
け
ク
ォ
ー
タ
ー

テ
ニ
ス
体
験
講
習
会

１０
月

６
・
１３
・
２０
日
の
午
後
６
時
半

か
ら
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

に
し
の
み
や
で
。初
心
者
対
象
。

在
勤
者
可
。
参
加
費
無
料
。
定

員
２０
人
。
申
込
は
９
月
１５
日
〜

３０
日
（
２０
・
２１
・
２４
・
２８
日
を

除
く
）
の
午
前
１０
時
〜
午
後
８

時
に
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

に
し
の
み
や
に
来
館
を
。
先
着

順
。問
合
せ
は
勤
労
福
祉
課（
０

７
９
８
・
３
２
・
７
１
６
７
）

へ

市
と
西
宮
労
働
者
福
祉
協
議

会
は
、「
勤
労
者
美
術
展
」
の

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
対

象
は
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
勤

労
者
（
自
営
・
パ
ー
ト
可
）。

出
品
は
各
部
門
１
人
１
点
、
自

作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

出
品
料
無
料
。

問
合
せ
は
勤
労
福
祉
課
（
０

７
９
８
・
３
２
・
７
１
６
７
）

へ
。
応
募
要
領
な
ど
は
次
の
と

お
り
。

【
規
格
】
洋
画
…
４
号
〜
１

５
０
号
。水
彩
画
・
版
画
は
八
ツ

切
〜
１
８
０
㌢
×
１
５
０
㌢
。

額
装
▽
日
本
画
…
６
号
〜
１
０

０
号
。
額
装
か
び
ょ
う
ぶ
類
▽

写
真
…
四
ツ
切
以
上
。
組
写
真

は
３
枚
以
内
。
パ
ネ
ル
張
り
か

額
装
▽
書
道
…
縦
型
２
４
０
㌢

×
６０
㌢
以
内
、
横
型
８６
㌢
×
１

８
０
㌢
以
内
、
方
形
１
２
０
㌢

四
方
以
内
。
仮
表
装
程
度
以
上

▽
彫
塑
…
重
さ
は
お
お
む
ね
６０

㌔
以
下
で
、
人
力
で
運
搬
で
き

る
も
の
▽
工
芸
…
陶
芸
、染
織
、

木
竹
工
、
金
工
、
漆
芸
、
七
宝

な
ど
（
手
芸
に
類
す
る
も
の
を

除
く
）。規
格
は
彫
塑
に
準
じ
る

【
搬
入
（
申
込
）】
１１
月
１２
・

１３
日
の
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
川
添
町

１５
―
２６
）
へ
持
込
み
を
。
作
品

の
裏
に
題
名
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
書
い
た
紙
を
張
っ

て
お
く
こ
と
。
書
道
は
、
釈
文

（
Ａ
４
用
紙
に
内
容
を
書
い
た

も
の
）
を
添
付

【
賞
】
各
部
門
ご
と
に
市
長

賞
、
市
議
会
議
長
賞
な
ど
５
賞

を
各
１
点
。
佳
作
、
努
力
賞
を

各
数
点

※
同
展
は
、
１１
月
１６
日
〜
２０

日
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

勤
労
福
祉
課
は
、
若
年
労

働
者
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
・

相
談
事
業
「
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ

ア
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。
将
来
の
職
業
設

計
や
就
職
な
ど
に
関
す
る
悩
み

の
相
談
に
、
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
応
じ
ま
す
。費
用
は
無
料
。

事
前
に
勤
労
福
祉
課
（
０
７
９

８
・
３
２
・
７
１
６
７
）
へ
予

約
を
。

【
日
程
・
会
場
】
９
月
２１
日

〜
来
年
３
月
２９
日
（
１１
月
２３
日

を
除
く
）
の
水
曜
午
後
６
時
〜

９
時
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
。

１
人
５０
分
程
度

【
対
象
】
お
お
む
ね
３５
歳
ま

で
の
勤
労
者
、
求
職
者
。
将
来

に
つ
い
て
考
え
る
高
校
生
、
子

の
就
職
で
悩
む
保
護
者
も
可

ホテルで行われた「テーブルマナー講座」の様子

中小企業勤労者
福祉共済特集

周辺地図

（５） 平成１７年（２００５年）９月１０日
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